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自己紹介

学生時代、図書館で遡及入力(目録作業)のアルバイト

卒業後、採用試験を受けて図書館に就職 (2001年)

これまでの担当業務
1. 和図書・洋図書の受入・目録業務
2. 和雑誌・洋雑誌の契約・受付業務
3. 電子ジャーナルの契約業務
4. 閲覧カウンター業務
5. 参考調査・ILL業務
6. 庶務・会計系の業務
7. 音楽映像資料・電子資料の提供業務
8. システム・ネットワーク管理業務
9. リポジトリ業務 ←いまここ
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本講義の目標

九州大学を参考事例として、
電子ブック、電子ジャーナル、データベース、
リポジトリ、デジタルアーカイブ等、
大学図書館における電子的コンテンツ提供業務
のありかたを理解

あとはまかせて
ください
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eリソース課

システム企画係

リポジトリ係

eリソース管理係

資料電子化・保存担当専門職員

eリソース課長

係長1名

係長1名・係員1名・
事務補佐員1名

係長1名・係員2名

専門職員1名

国文研事業(古典籍のデジタル化) 事務補佐員2名

eリソース = 図書館で提供する電子的コンテンツ
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九大コレクション

図書館のWebサイト
からアクセス可能

もともと「OPAC」と呼んでいた

従来の蔵書検索サービスから
ローカルディスカバリーサービス
（いわゆる次世代OPAC）に発展、
2013年4月に九大コレクションに
名称変更

グローバルディスカバリーサービス
として「世界の文献」も提供
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九大コレクション

さまざまな種類のコンテンツが
まとめて検索できる

従来のOPACは「図書・雑誌」のみ
対象にしていた

また、各種のデータベースを個別
に検索していた

九大コレクションのトップページ
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電子ブック・電子ジャーナル

図書・雑誌の枠で
電子ブックや
電子ジャーナルも
検索できる
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電子ブック・電子ジャーナル

図書館まで行かなくても
パソコンやタブレットや
スマートフォンで本文を
読める

本文へのリンク
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電子ブック・電子ジャーナル

同じ本がAmazon
にもあるが有料
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電子ブック・電子ジャーナル

電子ジャーナルも同様に
パソコン等で読める

大学で電子ブックや
電子ジャーナルが
どれだけ利用できるか
九大コレクションで
調べられるように、
管理する必要がある

全部の巻号を読める
とは限らない
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電子ブック・電子ジャーナル

図書

電子ブック

雑誌

電子ジャーナル

eリソース課が担当

収書整理課が担当
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電子ブック・電子ジャーナル
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電子ブック・電子ジャーナル
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電子ブック・電子ジャーナル
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個別のタイトルを注文する場合もあるが、多くの場合は出版社や学協会、
アグリゲータとの交渉によるパッケージ契約によって入手



電子ブック・電子ジャーナル
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同一の資料でも契約により複数の
プラットフォームで利用できる場合がある

Scienceは5か所で読めるが、
九大コレクションを使えば
どの巻号がどこで読めるかわかる

これらの情報を管理するために
専用のツール(ERMS)を使う



電子ブック・電子ジャーナル

Holding Titles

Holding

Database

License

ERMSの例 九州大学では、SerialsSolutions 360 Resource Manager
を使用している
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電子ブック・電子ジャーナル
リモートアクセス
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出版社のWebサイト

大学の構成員または
大学のネットワーク
からのアクセスのみ
認められる

図書館の
Webサイト
にログイン

EZproxy

学認

大量ダウンロード
不正アクセス

アクセスログの監視
アクセス制限

学内のセキュリティ担当部署、
ネットワーク担当部署と連携



電子ブック・電子ジャーナル

オープンアクセスの推進に向けて
オープンアクセスとは「インターネット上において無料
で利用可能であり、(中略) 合法的目的のための利用が、
インターネット自体へのアクセスと不可分の障壁以外の、
財政的、法的また技術的障壁なしに、誰にでも許可される
ことを意味する」
https://www.budapestopenaccessinitiative.org/boai-10-translations/japanese-translation-1

OA2020
学術雑誌のオープンアクセス化を目指す国際的なイニシアティブ
大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）が関心表明に署名
OA出版モデルの実現をめざす
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https://www.budapestopenaccessinitiative.org/boai-10-translations/japanese-translation-1


機関リポジトリ

九州大学ではNECの図書館
システム(E-Cats Library)を
使ってリポジトリを提供

機関によって、DSpaceや
Eprints、JAIRO Cloud等、
様々なシステムが使われる

以前は固有のサイトをもっ
ていたが、2013年から九大
コレクションに統合された

大学とその構成員が創造した
デジタル資料の管理や発信を
行うために、大学がそのコミ
ュニティの構成員に提供する
一連のサービス（NIIの定義）
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機関リポジトリ

167タイトルの学内出版物
の中から、22,326件の論文を
公開中(2019年8月31日現在)

学内の紀要論文が
主要なコンテンツ
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機関リポジトリ

4,287件の博士論文を公開中
(2019年8月31日現在)

学位論文も読める

2013年4月から博士論文本文の
インターネット公表が
原則として義務付け
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機関リポジトリ

学術雑誌論文も読める

数は限られるが、オープンアクセス
の取組みにより、本来なら購読料が
必要な学術雑誌掲載論文も公開

「九州大学オープンアクセス方針」
を策定 (2016年)

公的研究資金を用いた研究成果
(学術雑誌論文、会議発表論文、紀要論文)
のリポジトリでの公開を推進
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機関リポジトリ
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紀要論文
22,106

博士論文
4,178

学術雑誌
論文

3,768
記事
1,974その他

1,790

会議発表論文 1,316

研究報告書
891

テクニカルレポート802

会議発表
用資料
355

図書
(部分)
298

プレプ
リント
211

図書
118

修士論文 65
教材 40

報告書 34

会議発表
ポスター

27
卒業論文
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コンテンツ数(2019年6月30日現在)

Google
318,485

Yahoo!
132,318 九大図書館

サイト
88,006

Bing 21,170

IRDB
8,909

Twitter 1,465

国立国会図書館
442

Facebook 454
Wikipedia

290

その他
183

HTTPリファラ別ダウンロード件数(2019年4～6月)

総数
571,793

※リファラのないBookmarkや
URL直接入力等、614,296件
をのぞく

国・地域別ダウンロード件数(2019年4～6月)

登録数の推移

総数
37,992

国内(学内をのぞく)
1,004,101

学内 22,869

不明 10,689

海外
148,430

総数
1,186,089

US 55,468

China
32,755

Germany
15,024

Korea
7,040 UK 3,942

Taiwan 3,443
Canada 3,083

Hong Kong 1,856
Tailand 1,716

Indonesia 1,449

その他
10,689

Spain 1,426 
India 1,376 

Finland 1,341 
France 1,286 
Poload 1,101 
Russia 1,066 

Ireland 940 

Austria 928 
Australia 801 
Vietnam 799 

海外
148,430

構築から10年たち
利用が定着
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機関リポジトリ
研究者から論文の
PDFが送られてくる

この論文を
機関リポジトリ
に登録しよう

図書館職員

機関リポジトリの
登録依頼を受付

本当に公開
できるかな?

公開が許可されているか
著作権をチェック

メタデータは
これで全部?

必要なメタデータを作成

公開できるのは
この原稿でよか
ったかしら

院生の自分
でも登録
できるぞ 図書館で著作権処理と

メタデータの作成が
済んだらPDFを公開 24



機関リポジトリ

メタデータや論文PDFを
登録する

件数が多い場合はExcel
シートによる一括処理も
可能

図書館業務システム
上の管理画面
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機関リポジトリ

A大学の
機関リポジトリ

B大学の
機関リポジトリ

C大学の
機関リポジトリ

九州大学の機関
リポジトリ(QIR)

IRDB
NIIが運用する

学術機関リポジトリ
データベース

JaLC・
Crossref

データプロバイダ サービスプロバイダ

サービスプロバイダ
兼

データプロバイダ

収集したメタデータを使って
独自のサービスを提供

読みたい論文が
見つかったわ

PDFは機関リポジトリ
からダウンロードする
んだね

CiNii Articles

国立国会図書館・
OCLC(OAIster)

CiNii
Dissertations

学位論文の
検索

論文の検索

DOIの登録

論文の検索

一次情報(本文データ)への誘導

メタデータの集約

メタデータを世界中に流通させて活用を図る
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貴重資料（デジタルアーカイブ）

貴重資料の
デジタル画像を提供

2019年9月4日現在で、
画像つきのメタデータは
6,034件あり、
計334,495点の画像を公開中
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貴重資料（デジタルアーカイブ）

国際規格IIIF対応
により利便性を向上

2017年12月の図書館業務
システム更新により実現
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貴重資料（デジタルアーカイブ）

パブリックドメインの
ライセンスで提供し、
二次利用を促進

事前の利用申請をすることなく
無償で、改変・商用利用も
含めた自由な利用が可能

29

学内規則「デジタル化画像
公開ガイドライン」を作成し、
人権・プライバシーに配慮

利用状況把握のため利用者には
任意での連絡を求めており、
2018年10月から11か月間で
36件の利用連絡あり



貴重資料（デジタルアーカイブ）
パブリックドメイン画像の実際の活用例

『蒙古襲来絵詞』画像が市販の書籍に掲載
（『完全図解でよくわかる承久の乱』
廣済堂ベストムック416号 2019年6月）
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貴重資料（デジタルアーカイブ）
パブリックドメイン画像の実際の活用例

竹取物語絵巻の画像が『図書館雑誌』の表紙になった。Twitterで広報。
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貴重資料（デジタルアーカイブ）
パブリックドメイン画像の実際の活用例

『今昔画図続百鬼』の鬼の絵が、NHKテレビ番組
「趣味どきっ!」8-9月号のテキスト22ページに掲載
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貴重資料（デジタルアーカイブ）

画像を高精細化して再公開

高精細画像公開後、学内研究者から、
公民館発行予定の地域史を紹介する
リーフレットに掲載したいという要望

33

福岡アジア美術館より高精細画像の
提供依頼を受け、画像を差替え



貴重資料（デジタルアーカイブ）

国文学研究資料館の
プロジェクトに参加

「日本語の歴史的典籍の
国際共同研究ネットワーク
構築計画」
(略称: 歴史的典籍NW事業)
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

34

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/


貴重資料（デジタルアーカイブ）

実際に貴重書を
撮影しているところ

2019～2024年
国文研プロジェクト予算
による画像デジタル化

撮影機材(スキャナ)を
仮受け内製

作業スタッフ2名を
有期雇用
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九大コレクション以外にも

• 世界の文献（グローバルディスカバリ）
• きゅうとLinQ（リンクリゾルバ）
• 各種データベース
• 図書館のWebサイトそのもの
• 図書館業務システム

図書館全体で協力して整備する必要性
→図書館システム検討室

図書館内の各部署から職員が参加

図書館システム検討室要項
「第2条 次の各号に掲げる事項を処理する
（３）附属図書館の保有するシステム及びコンテンツサービスの
運用及び機能向上に関すること」
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九大コレクション以外にも

eリソース課長

図書受入係長 雑誌情報係長 資料サービス
係長

参考調査係長 図書目録係長 リポジトリ
係長

システム企画
係長

DL担当

システム企画係長 システム企画係、DL担当

室長

室長補佐 事務局

チーム

図書館システム検討室

事務連

運営会議

室員

・E-Cats
・ASK
・マイページ

図書

報告
意思決定

・E-Cats
・ASK
・マイページ

雑誌

・E-Cats
・マイページ

利用者
サービス

・E-Cats
・ASK
・マイページ

ILL

・Webサイト
・マイページ
・ディスカバリ
・リンクリゾルバ
・認証

Web

・ハードウェア
・ネットワーク
・セキュリティ

インフラ

・E-Cats

目録

・E-Cats
・MARC
・ERMS
・マイページ

メタデータ

図書館システム検討室体制図
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九大コレクション以外にも
最近は図書館内で
• Backlog (タスク管理)
• Slack (ビジネスチャット)
を導入、職員間で活用

業務の効率化、生産性の向上をめざす

Backlog Slack 38



フレッシュパーソンの皆さんに期待すること

39

柔軟性

体力
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